
、



化
を
進
的
規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
田
畑
輪
換
を
組
み
入
れ
た
水
囲

内
汎
用
化
を
図
る
。

畑
作
等
の
土
地
利
用
型
農
業
に
つ

い
て
は
、
土
地
改
良
卒
業
の
積
極
的

な
導
入
に
よ
り
生
産
性
円
高
い
畑
作

経
営
を
育
成
す
る
と
と
も
に
輪
作
体

系
を
含
め
た
地
力
維
持
対
策
に
努
め

る
。省

産
に
つ
い
て
は
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
う
る
商
品
質
生
産

の
体
制
づ
く
り
を
強
化
す
る
と
と
も

に
粗
飼
料
基
盤
の
拡
大
を
図
る
.

野
菜
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の

流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
た
販
売

戦
略
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
出
荷

調
整
作
業
に
高
齢
者
労
働
を
有
効
に

活
用
す
る
産
地
づ
〈
り
に
努
め
る
。

・
こ
れ
ら
個
別
作
物
内
展
開
方
向
に

加
え
て
、
監
か
な
自
然
を
生
か
し
た

脱
村
生
活
空
間
を
完
成
さ
せ
る
た
め

に
、
地
元
産
品
を
地
元
住
民
が
食
す

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

以
上
町
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
行
政
と
牒
協
及
び
他
産
業

部
門
が
一
体
と
な

っ
た
積
極
的
結
合
'

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

国
営
事
業
に
よ
る
肱
業
施
殿
町
新

設
-改
修
な
ど
の
土
地
改
良
事
業
や

• • 
農
地
開
発
卒
業

・
道
官
事
業
に
よ
る
総
合
農
業
基
盤

蜂
備

・
団
体
営
事
業
に
よ
る
末
端
ま
で
の

生
活
環
境
を
取
り
入
れ
た
牒
業
牒

村
整
備

・
山
村
地
域
新
農
林
漁
業
特
別
対
策

E
E
 

-
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・
野
菜
内
産
地
形
成
の
た
め
の
施
設

の
建
訟

・
経
営
の
改
普
事
業

-
集
落
環
境
整
備
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
事
業
内

容
。
牒
業
団
体
と
の
連
絡
制
整
機
能
的

強
化

・
良
家
個
々
の
経
営
意
識
改
革

-
園
や
道
の
補
助
制
度
と
、
融
資
制

度
の
改
普

日

水
稲
{
基
本
方
針
)

長
期
化
す
る
減
反
政
策
に
対
応
し

転
作
回
の
土
地
基
盤
の
獲
備
を
図

唱。
@

-
農
地
内
交
換
分
合
(
所
有
権
移
転
)

の
み
な
ら
ず
、
賃
貸
借
、
作
業
受

委
託
を
積
極
的
に
活
用
し
た
農
地

内
流
動
化
を
促
進
し
、
経
営
規
模

の
拡
大
を
図
る
。

水
回
の
合
理
的
な
総
合
利
用
を
促

進
す
る
た
め
に
悶
畑
輪
換
を
組
み

入
れ
た
水
田
町
汎
用
耕
作
地
化
を

い
緑
と
水
に
固
ま
れ
た

健
康
的
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
d

今
金
町
新
総
合
計
画
基
本
構
想

二
十
一
世
紀
に
向
け
、
今
金
町
が
平
成
三
年
度
か
ら
十
年
が
か
り
で
取

り
組
む
「
第
三
次
今
金
町
総
合
計
画
」
が
三
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議

会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
総
合
計
画
は
、
町
が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の

町
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
住
民
意
向
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
策
定
審

議
会
に
お
い
て
活
発
な
討
議
を
重
ね
ら
れ
、
素
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
今
月
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
新
し
い
総
合
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

総
合
計
画
作
成
の
基
本
方
針

こ
の
計
画
は
、
本
町
の
特
性
を
生

か
し
た
発
展
方
向
を
踏
ま
え
た
将
来

目
標
と
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
施
策
的
方
向
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、
今
後
十
年
間
に
お
け
る
町

行
政
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も
の

で
す
。し
た
が

っ
て
、
過
疎
地
域
活
性
化

計
画
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画、

酪
股
肉
用
牛
生
産
近
代
化
計
画
、
内
世

図
る
。

消
費
者
ニ

l
ズ
に
合
わ
せ
た
良
質
、

良
食
味
未
生
産
に
努
め
る
。

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

土
地
改
良
事
業

・
農
業
成
村
整
備
卒
業

股
地
流
動
化
対
策
資
金
貸
付
基
金

的
政
世

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
・
事
業
内

答
・
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
推
進

・
育
苗
か
ら
出
荷
ま
で
完
全
共
同
を

推
進
す
る
た
め
の
稲
作
集
団
の
育

成
・
畑
作

・
野
菜

・
商
産
と
の
複
合
化
を

推
進
す
る

・
今
ず
り
米
の
奨
励

・
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
の
殻
世

(3) 

畑
作
(
基
本
方
針
)

燥
地
内
交
換
分
合
(所
有
椀
移
転
)

の
み
な
ら
ず
、
賃
貸
借
、
作
業
受

委
託
を
積
極
的
に
推
進
し
農
地
内

集
団
化
を
図
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

努
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
総
合

的
な
土
地
利
用
制
強
を
披
進
さ
せ

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
.

・
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
適
切

な
輪
作
体
系
を
硝
立
す
る
と
と
も

に
、
地
力
維
持
増
進
対
策
を
地
域

が
一
体
と
な

っ
た
形
で
祁
進
さ
せ

ヲ令
。

業
構
造
改
普
事
業
等
の
各
分
野
に
お

け
る
行
財
政
計
画
諸
施
策
の
す
べ
て

が
、
こ
の
針
画
に
基
づ
き
策
定
し
‘

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
町
民
を
は

じ
め
関
係
峨
関
等
内
意
向
、
要
望
‘

資
料
に
基
づ
き
、
町
ぐ
る
み
で
策
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
住
民
の
努

力
と
協
力
に
よ

っ
て
円
滑
な
推
進
を

期
し
、
そ
の
実
施
効
率
を
あ
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
.

な
お
、
計
画
期
間
内
に
お
い
て
、

社
会
情
勢
が
著
し
く
変
化
を
生
じ
た

と
き
に
は
、
検
討
を
行
い
弾
力
的
に

そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
計
画
と
し
ま

す。

第
一
編
新
し
い
時
代
巴
挑
戦
す
る
産
業
の
育
成

第
一
章
時
代
に
対
応
し
た
農
業

• • 
-
効
率
的
な
地
設
利
用
を
図
り
コ
ス

ト
ダ
ウ

ン
に
努
め
る
.
そ
の
た
め

に
は
個
別
脱
家
的
意
識
改
革
に
取

り
組
み
、
機
械
の
共
同
利
用
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
紋
と
し
た

観
光
農
業
と
の
連
携
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業
施
策

農
地
改
良

・
農
地
開
発
事
業

-
州
融
業
政
村
整
備
事
業

農
地
流
動
化
対
策
資
金
貸
付
基
金

内
設
世

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
策
・事
業
内

容
・
町
牒
協

・
商
工
会
と
連
併
の
強
化

-
ふ
ん
尿
処
理
施
設
盤
備
事
業
向
推

進
白
馬
鈴
薯
出
荷
施
設
の
整
備

(4) 

畜
産
(
基
本
方
針
)

(
イ
)
酪
炭

飼
料
自
給
率
的
向
上

(粗
飼
料
基

盤
的
拡
大
)
、
牛
乳
の
生
産
コ
ス

ト
の
低
下
、
省
カ
化
を
図
り
、
経

営
内
合
理
化
を

一
層
推
進
し
、
経

営
の
体
質
を
強
化
す
る
。

・
良
質
乳
の
安
定
的
生
産
を
図
る
た

め
に
、
飼
料
成
分
円
分
析
、
ジ
ヤ

ジ
l
極
的
導
入
を
含
め
た
酪
炭
経

営
管
理
技
術
の
指
導
を
強
化
す
る
。一

専
任
ヘ
ル

バ
!
制
度
を
含
的
た
後

(l) 

農
業
全
般
(
基
本
方
針
)

水
稲
に
つ
い
て
は
、
良
地
内
流
動

継
者
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

7
7
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
肢
と
し
た

観
光
農
業
と
の
連
携
を
図
る
。

(
ロ
)
肉
用
牛

・
粗
飼
料
基
盤
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
阻
場
副
産
物
の
有
効
活
用
に
よ

り
、
飼
養
管
理
技
術
的
改
普
を
進

的
低
コ
ス
ト
の
生
産
技
術
を
確
立

す
る
。

・
広
島
県
産
の
優
良
繁
殖
牛
を
基
に

し
た
黒
毛
利
種
的
増
産
を
図
り

「今
金
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
。

地
域
内

一
貫
生
産
を
進
的
、
質
設

と
も
安
定
的
拡
大
を
推
進
す
る
。

7
7
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
核
と
し
た

観
光
農
業
と
の
迎
携
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
町
事
業

・
施
策

・
公
社
当
苗
産
基
地
建
設
事
業

〕2
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市場では高値で取引きされる今金属毛和種牛

〕3
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-
優
良
種
豚
導
入
事
業

.
版
路
拡
大
の
た
め
の
産
也
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
・事
業
内

容
・
ジ
ヤ
ジ
l
種
の
導
入
推
進

・
付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
の
奨
励

.
受
精
卵
移
栂
促
進
事
業

(日

野
菜
(
基
本
方
針
)

安
定
生
産
継
続
出
荷
体
制
づ
く
り

を
官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
。

E

幾
っ
か
あ
る
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
、
ど
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
〆

1
ン

に
し
て
産
地
形
成
を
図
る
か
を
検

討
す
る

野
菜
生
産
技
術
的
研
究
会
を
積
極

的
に
推
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
出

荷
に
お
け
る
結
果
、
調
整
作
業
に

(技
能
労
働
者
向
育
成
)

・
巡
立
専
修
職
業
訓
練
校
同
有
効
活

口
川技
能
研
修
セ
ン
タ
ー
の
整
備

地
場
産
業
の
開
発
、
研
究
と
技
術

者
の
養
成

日

鉱
業
(
基
本
方
針
)

7
7
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
整
備
に
併

せ
鉱
山
跡
地
を
観
光
ル
ト
の
中

に
組
み
込
む
。

埋
蔵
訟
の
笠
宮
と
さ
れ
る
大
理

石

・
ゼ
オ
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、

耐
火
建
築
材
原
料
、
さ
ら
に
土
壌

改
良
材
、
防
臭
剤
等
の
需
裂
が
期

待
さ
れ
る
の
で
、
自
然
保
飯
、
公

害
防
止
を
基
調
に
生
産
企
業
の
誘

致
に
努
め
る
と
と
も
に
地
場
産
業

向
促
進
を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容

・
鉱
山
跡
地
の
整
備

地
質
調
査
の
実
施

地
下
資
源
の
生
産
企
業
化
の
可
能

性
調
査

第
五
章
意
識
改
革
に
纂

づ
い
た
商
業
の
活
性
化

)
 
1
 
(
 
商
業
(
基
本
方
針
)

消
問
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

今金男 Lゃくいもに次ぐ畑作のエース軟白ネギ

日
齢
者
労
働
を
活
用
す
る
。

施
策
の
内
容

①
税
夜
推
進
中
の
事
業
・
地
策

・
内同
寸
由
度
集
出
荷
貯
蔵
施
設
整
備

.
野
菜
栽
培
技
術
定
着
化
事
業

・
到
来
価
格
安
定
推
進
事
業

・
野
菜
指
導
対
策
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
・
事
業
内

容
・
予
冷
出
荷
の
た
め
の
集
出
荷
施
設

の
整
備

・
販
売
戦
略
の
た
め
の
市
場
調
査

畑
地
か
ん
が
い
事
業

・
パ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
推
進

町
農
村
地
械
の
娠
興
(
基
本
方
針
)

高
齢
者
離
脱
者
と
牒
業
生
産
活
動

と
の
関
連
を
強
化
す
る
。

・高
齢
者
・
離
脱
者
の
社
会
生
産
活
動

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

社
会
福
祉
・
医
療
部
門
と
の
連
携
の

も
と
活
動
を
展
開
す
る
。

・
高
生
産
性
農
業
を
育
成
す
る
。

体
育
・
文
化
活
動
等
活
発
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
.

施
策
の
内
容

①
貌
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

・
各
種
研
究
会
へ
の
派
遣
事
業

後
継
者
対
策

・
結
婚
相
談
所
の
開
設

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
事
業
内• • 

に
は
、
商
工
業
者
向
指
導
的
役
割

を
担
う
商
工
会
と
、
内
融
業
の
経
官

指
導
と
そ
の
動
向
の
中
核
を
担
う

牒
協
、
そ
し
て
行
政
が

一
体
と
な

り
、
地
地
住
民
に
密
着
し
た
商
機

能
を
め
ざ
す
。

・
商
庖
の
近
代
化
、
体
質
の
改
普
等

を
促
進
し
、
商
業
振
興
を
図
る
。

①
中
小
企
業
の
近
代
化

商
工
会
を
中
心
と
し
た
経
営
指
導

体
制
を
充
実
強
化
し
、
中
小
企

業
の
経
営
近
代
化
を
促
進
す
る
。

②
金
融
対
策

企
業
の
体
質
改
普
を
図
る
た
め
の

融
資
や
助
成
制
度
等
を
充
笑
強

化
す
る
.

③
組
織
化
の
推
進

ω事
業
内
協
業
化
促
進

帥
経
営
合
理
化
の
た
め
の
共
同
化
事

業
促
進

付
経
営
構
造
の
改
普
、
強
化
促
進

仲
時
代
に
あ
っ
た
経
営
感
覚
的
強
化

例
大
型
庖
進
出
に
際
し
、
地
元
商
庖

と
の
調
整

・
消
費
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
、
企
業
誘
致
や
住
宅
団
地
の
造

成
な
ど
を
町
民

一
体
と
な

っ
て
促

進
す
る
必
前
置
が
あ
る
.

施
策
の
内
容

①
説
在
推
進
中
何
事
業

・
施
策

・
今
金
町
中
小
企
業
融
資
制
度

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

容福
祉
教
育
部
門
と
の
述
憐

.
国
内
外
研
修
円
強
化

・
都
市
と
の
交
流

品
業
生
活
用
水
の
確
保

・
農
村
生
活
向
憩
い
の
場
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
内
新
設

第
二
章
新
し
い林
業
の
展
開

基
本
方
針

森
林
思
想
の
啓
発

・
森
林
作
業
の
受
託
休
制
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
森
林
組
合
に
よ
る

受
託
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

優
良
な
間
伐
材
の
利
用
の
た
め
、

林
業
者
や
関
係
機
関
団
体
が

一
致

協
力
し
、
生
産
加
工
、
さ
ら
に
販

売
体
制
の
確
立
を
図
る
。

特
用
林
産
物
の
振
興
と
し
て
、
シ

イ
タ
ケ
の
施
設
栽
培
を
推
進
す
る
。

「
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
」
に
融
合

し
た
緑
貨
か
な
森
林
づ
く
り
に
努

め
る
。
施
策
の
内
容

①
現
在
梢
進
中
的
事
業
施
策

・
ト
ド
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
造
林
事

林 工 保 業
道林育
や化自
作然
業林
路は
を キ且
関 悪
設林
部品

林 分
家を
の人

内
容
オ
ラ
ン
ダ
通
り
を
中
心
と
し
た
旧

駅
前
再
開
発

日

消
費
生
活
(
基
本
方
針
)

-
消
費
者
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め

に
業
務
休
系
の
整
理
を
行
い
、

一

貫
し
た
消
費
者
保
護
活
動
を
推
進

す
る
。

・
町
民
が
安
心
し
て
消
費
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
生
活
必
需
物
資
の
安

定
供
給
と
価
格
的
安
定
に
努
的
、

併
せ
て
流
通
機
帥
怖
の
改
暫
を
図
る
.

希
少
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
観

点
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
の

推
進
を
図
る
。

施
策
の
内
容

経
営
の
向
上
に
必
裂
な
技
術
指
樽

普
及

・
保
育
事
業
の
推
進

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
卒
業

・
施
策

・
不
在
地
主
に
積
極
的
に
働
き
か
け

る
こ
と
に
よ
り
造
林
へ
の
積
極
的

な
協
力
要
請

・
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

・
高
齢
者
対
策
の
た
め
の
生
き
が

い

づ
く
り
の
推
進

・
木
工
品
づ
く
り
の
研
究
・
推
進

・
各
学
校
林
の
盤
側、

活
用

織
の
少
年
団
内
結
成
促
進

.
保
育
事
業
の
機
械
化
推
進

第

章

豊
か
な
水
資
源

の
有
効
活
用

)
 
1
 
(
 
内
水
面
漁
業
{
寡
本
方
針
)

-
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
的
関
連
か
ら

淡
水
魚
養
殖
施
設
を
整
備
し
、
内

水
面
漁
業
の
援
興
を
図
る
。

・
ヤ
マ
メ

・
ア
ユ
等
の
遊
魚
に
つ
い
て

は
、
魚
資
源
保
護
の
た
め
魚
具
の

設
置
を
要
望
す
る
ほ
か
、
そ
の
管

理
運
営
体
制
を
硲
立
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
的
事
業

施
策

・淡
水
魚
稚
魚
放
流
事
業
(
ヤ
マ
〆

-

ア
ユ
ニ
ジ
マ
ス
)

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
・
事
業
内

容

• • 
さ勺に近代化が望まれる旭町商唐街

①
現
在
推
進
中
内
事
業
施
策

小
売
価
格
制
査
の
築
地

.
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
よ
る
消

費
者
意
向
的
把
蝦

・
計
量
調
査
の
実
施

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
地
策

・
卒
業

内
容

・
消
費
者
団
体
的
活
動
へ
の
支
援

苦
情
相
談
窓
口
町
開
設

消
費
者
モ
ニ
タ
と
の
連
携

第
六
章

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
を
亨

受
で
き
る
へ
ル
シ
l
観
光
の
展
開

(l) 

観
光
(
基
本
方
針
)

札
幌

・
函
館
幽
と
の
交
通
網
内
務

備
及
び
国
道
二
三

O
号
線
的
早
期

改
修
を
関
係
機
関
に
強
〈
要
望
す

喝ゐ
。

・
太
平
洋
と
追
分
ソ

l
ラ
ン
ラ
イ
ン

を
結
ぶ
観
光
の
中
継
基
地
と
し
て

そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
、
広
域

的
な
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
る
。

①
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
繋
備

夜
間
照
明
施
設
等
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
都
市
圏
か
ら
ツ
ア
ー

コ
l
ス
客
向
入
り
込
み
を
図
る
。

奥
英
利
河
混
成
山
内
家
と
ク
ア
プ

ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
連
動
さ
せ
、

祖
水

プ
ー
ル
、
浴
場
線
、
体
験
脱
園
や

ス
ポ

l
y
公
閣
の
利
用
を
P
R
し、

ピ
リ
カ
観
光
町
イ
メ
ジ
ア

y
プ

-
水
域
ご
と
に
一
定
区
間
禁
治
区
域

を
絞
世
し
資
源
保
設
を
図
る
.

・
7
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
と
の
関
連
の

お占
lvu

〕4
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第
四
章
環
境
に
適
し
た
鉱
工

業
の
育
成
と
企
業
誘
致

)
 
1
 
(
 
工
業
(
基
本
方
針
)

労
働
条
件
が
地
元
と
競
合
し
な
い

魅
力
あ
る
企
業
の
育
成

・
誘
致
に

努
め
、
新
規
学
卒
者
の
流
出
防
止

を
図
る
。

・
職
業
技
術
的
高
度
化
に
伴
い
、
職

業
訓
練
範
囲
を
拡
大
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
出
稼
ぎ

労
働
者
等
に
も
基
本
的
な
資
格
技

術
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
雇
用
町
場

の
確
保
と
併
せ
出
稼
ぎ
の
減
少
を

図
り
、
明
る
く
健
康
で
皇
か
な
生

活
の
向
上
に
資
す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業

・
施
策

・
今
金
町
工
場
誘
致
奨
励
補
助
事
業

.
技
能
者
会
館
に
お
け
る
職
業
訓
練

.
地
場
産
業
育
成
事
業
費
助
成

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
卒
業

内
容

(雇
用
の
促
進
)

.
新
規
学
卒
者
向
定
着
と
流
出
防
止

の
た
め
の
企
業
の
育
成
や
誘
致

・
中
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
的
増
大

を
図
る
.

②
観
光
ル

l
ト
を
設
定
し
、
周
辺

市
町
村
と
広
域
観
光
ル
ト
を
結

ぶ
循
環
コ

l
ス
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
広
域
市
町
村
と
の
連
携
を

強
化
す
る
。

③
太
平
洋
か
ら
日
本
海
を
結
よ
大

規
模
自
転
車
道
路
円
建
設
を
要
請

す
る
。

④
観
光
と
地
元
産
品
の
有
効
活
用

を
図
る
。

③
消
流
日
本
一
品
川
後
志
利
別
川
町

活
用
検
討
と
流
域
町
村
と
の
連
携
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
町
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
る
.

施
策
の
内
容

①
現
夜
推
進
中
何
事
業
施
策

.
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
整
備
事
業

.
ピ
リ
カ
ダ
ム
環
境
整
備
事
業

・
緑
地
等
野
外
活
動
施
設
整
備
事
業

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容
農
業
、
商
業
観
光
部
門
と
の
連
携

の
強
化

・
ゴ
ル
フ
判
明
に
つ
い
て
の
検
討

試
験
研
究
機
関
と
協
力
し
た
ハ

ー

ブ
の
旦
づ
く
り

・
鉱
山
跡
地
内
盤
備

消
流
日
本
一
の
後
志
利
別
川
や
貨

か
な
自
然
の
有
効
利
用

(
次
号
に
続
く
)
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ム
ウ
金
橋
下
流
約
二
百

M
、
後
志
利
別
川
と
チ
ブ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川

の
合
流
間
近
く
に
威
容
を
誇
る
建
造
物
、
今
金
水
門
が
、
水
門
下

流
の
水
路
護
岸
等
の
工
事
を
残
し
概
成
。

四
月
十

一
日
に
無
事
試
運
転
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
洪
水
に

備
え
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
函
館
開
発
建
設
部
今
金
河
川
事
業
所
で
進
め
ら

れ
て
い
る
今
金
水
門
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

安心して暮らせる生活環境づ くり

完成間近の今金水門

• • 

ゐ
フ
年
も
美
利
河
小
に

山
村
留
学
生
が
元
気
に
来
町

美
利
河
小
学
校
で
は
、
三
月
二
十
二
日
の
卒
業
式
(
修
了
)
を
最
後
に
留

学
生
が
喜
々
の
古
里
へ
帰
り
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月

に
入
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
六
名
の
山
村
留
学
生
が
速
く
は
大
阪
府
を
は
じ

め
舎
地
か
ら
元
気
に
転
校
し
て
来
ま
し
た
。

~一一~ーよ二
唯一人の在校生の丸山明子さんが
「みなさんが来て〈れるのを心待ちに Lていま した」と歓迎のあいさつを述べる

事
業
の
目
的

洪
水
の
時
に
、
後
志
利
別
川
本
流

の
計
画
高
水
位
以
上
の
洪
水
が
今
金

市
街
地
を
流
れ
る
チ
プ
タ
ウ
シ
ナ
イ

川
に
流
れ
込
む
の
を
防
ぎ
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
つ
く
り
、

洪
水
の
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

工
事
の
概
要

工
事
は
昭
和
六
十
二
年
九
月
に
苅

工
し
ま
し
た
。
主
な
工
事
内
容
は
、

水
門
本
体
を
支
、
え
る
基
礎
工
か
ら
は

じ
ま
り
、
本
体
、
ゲ
ト
、
上
屋
‘

管
理
紙
、
議
伴
、
樋
門
及
び
周
辺
強

備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
水
門
下
流
の
水
路
護

岸
、
後
志
利
別
川
町
槌
防
飽
岸
、
低

水
髄
岸
工
事
詩
が
行
わ
れ
、
十
月
末

に
完
成
予
定
で
す
。

ゲ
ー
ト
整
備

ゲ
ー
ト
の
型
式
は
鋼
製
鋭
桁
ロ

ラ

ゲ

l
ト
、
純
径
間
十

一
、
四

μ

扉
高
八
、
一
二
灯
二
門
で
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
巻
取
式
で
す
。

ゲ
l
ト
の
操
作
に
あ
た

っ
て
は
、

操
作
練
が
殻
け
ら
れ
、
水
門
上
屋
及

び
操
作
棟
で
も
遠
隔
操
作
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
停
電
時
に
は

自
家
発
電
に
よ
る
操
作
が
で
き
る
よ

う
予
備
発
泡
も
殻
世
さ
れ
て
い
ま
す
.

賑
や
か
に
歓
迎
交
流
会

学
校
、
里
親
協
議
会
主
催
の
歓
迎
交

流
会
が
四
月
四
日
夜
、
各
留
学
生
内

父
母
を
交
、
え
て
英
利
河
小
体
育
館
に

お
い
て
和
や
か
に
悩
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、

一
人
ひ
と
り
が
紹

介
さ
れ
、
留
学
を
決
め
た
動
機
な
ど

を
ス
ピ
ー
チ
し
た
り
、
膝
を
交
え
て

の
談
笑
の
な
か
、
交
流
を
深
め
合
い
、

泣
く
か
ら
来
た
父
母
の
方
の
緊
弧
と

不
安
を
か
き
消
し
て
い
ま
し
た
。

対
面
式
と
始
業
式

対
而
式
は
‘
両
親
、
閉
血
親
等
が
見

守
る
な
か
で
六
人
が
入
場
す
る
と
歓

迎
の
く
す
玉
が
割
れ
て
い
ま
し
た
。

留
学
生
は
壇
上
で
一
人
づ
っ
名
前
と

出
身
地

(校
)
を
元
気
よ
く
自
己
紹

介
。
た
っ
た

一
人
の
夜
校
生
丸
山
明

子
さ
ん
(
六
年
)
が
「
美
利
河
町
人

た
ち
は
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
こ
と

を
心
待
ち
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
一
年
問
、
七
人
で
仲
よ
く
協
力
し

て
‘
楽
し
い
学
校
を
つ
く

っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

引
き
続
き
始
業
式
が
行
わ
れ
、
留

学
生
は
美
利
河
小
学
校
で
の
新
し
い

学
校
生
活
の
ス
タ
ト
を
切
り
ま
し

た
留
学
を
終
え
た
、

児
童
の
父
母
か

学年 児童名 性別 躍草者 保瞳者住所 里 親

3 津田量子 女 光曹 三重県樟市半田 丸山良祐

4 描本陣ー 男 竹弘 福島県郡山市富岡町 宮週一夫

5 内田 柑 H 育英 札幌市手稲区新尭寒 広田慎一

H 大轟 軍多 女 怜子 大臣府富田林市藤沢古 丸山良枯

6 小川達也 男 直美 東京都東村山市富士見町 広悶慎一

H 小林大山 H 幸一 M λ王子市長房町 宮越一夫

環
涜
に
配
慮
し
だ
施
設

づ
く
り

」
こ
は
緑
地
巡
動
公
凶
が
計
画
さ

チ
プ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
の
洪
水

災
害
は
二
度
と
考
え
ら
れ
な
い

栄
町

小
西

末

春
J

昔
の
今
金
市
街
地
を
流
れ
る
チ
ブ

タ
ウ
シ
ナ
イ
川
は
、
蛇
行
が
酷
く
、

ま
た
、
現
在
の
よ
う
に
従
取
も
築
造

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
毎
年
、

大
雨
や
融
雪
期
に
な
る
と
暫
が
川
に

貼
ま
り
、

宮
内
上
を
水
が
走
っ
て
被

• (. (敬枇略)

山村留学児童名

ら
広
報
係
宛
に
、
一
年
聞
の
山
村
留

学
で
数
々
の
武
重
な
体
験
を
し
て
帰

宅
し
、
元
気
な
顔
を
み
て
感
慨
無
量

で
し
た
。
と
、
う
れ
し
い
便
り
が
あ ゲート上屋に設置されているワイヤロープ巻取槽

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
製
フ
ェ
ン

ス
を
採
り
入
れ
た
り
、
水
門
の
門
位

両
而
に
印
(
カ
モ
メ
)
が
飛
ん
で
い

る
と
こ
ろ
と
、
高
原
酪
農
地
帯
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
牧
歌
的
な
絵
模
様
を
あ

し
ら
い
、
周
辺
町
環
境
と
の
制
利
に

配
慮
し
た
施
設
づ
く
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

〕E
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ま
た
、
本
年
度
工
事
す
る
髄
岸
工

事
で
は
、
人
が
ア
ク
セ
ス

(接
近
)

し
や
す
い
よ
う
階
段
工
、
そ
し
て
、

緑
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
芯
識
し
た

工
法
等
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

害
を
出
す
荒
川
で
し
た
。

私
が
建
設
課
長
を
し
て
い
た
四
十

九
年
当
時
、
西
町
社
ス
キ
l
場
内
山

に
ず
い
道
を
掘
り
、
ト
マ
ン
ケ
ン
川

に
合
流
さ
せ
る
案
な
ど
も
検
討
さ
れ

ま
し
た
が
、
融
雪
期
に
雷
が
詰
ま
る

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
言
う
こ
と

で
、
現
河
川
を
改
修
す
る
こ
と
に
な

nま
し
た
。

今
で
は
立
派
な
水
門
や
提
防
が
築

造
さ
れ
、
ま
た
、
美
利
河
ダ
ム
も
完

成
す
る
な
ど
、
洪
水
な
ど
に
よ
る
災

害
は
二
度
と
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
河
川
の
改
修
計
画
等
に
か
か
わ
っ

た
一
人
と
し
て
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

(紙
面
的
都
合
で

一
部
カ
y
ト
し
て

い
ま
す
)

)
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管理と地域医療の第

一線で忙L<業務に
あたっております。お

二人の先生の抱負等

をご紹介します。

、、

院長
鈴木三章先生側

新
し
い

院
長
、
外
科

医
長
が
着

任

，.. 

J
 

「
空
気
が
き
れ
い
、
広
々
し
て
気

持
ち
が
良
い
、
町
民
の
方
が
親
切
、

そ
し
て
、
今
金
は
出
身
地
の
長
万
部

町
に
近
く
、
古
車
に
帰

っ
て
来
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
L

と
今
金
町
内

第

一
印
象
を
。

診
療
に
あ
た

っ
て
は

「
比
較
的
お

予
防
医
学
に
も
力
を
入
れ
た
い

信
頼
さ
れ
る
医
療
に
心
街
け
た
い

今金町国保病院に

新しく院長、外科医

長が精任になり、四月

一日から外来、入院

患者向診療、病院の

、

拓先生(初

/ 

外科医長

白川

先
生
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
一
ヵ

月
間
当
院
に
勤
務
し
、

二
度
目
的
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。
「
今
金
町
は
暖

か
〈
、
の
ん
び
り
し
て
静
か
で
き
れ

い
な
街
の
再
確
認
し
ま
し
た
。
し
と

今
金
町
の
印
象
を
。

It • 

歩
く
ス
キ

l
愛
好
会
主
管
内
町
民

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
が
三
月
二
十
四

日
、
英
利
河
内
郊
外
か
ら
奥
美
利
河

温
泉
ま
で
の
片
道
七
J

コ
l
ス
で
行

小学校4年生から64歳まで28名の方
が元気に参加LまLた

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
愛
好
会

会
貝
と

一
般
町
民
で
小
学
校
四
年
生

の
女
の
子
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
二
十

ボ
力
ボ
力
陽
気
の
中
歩
く
ス
キ
ー
を
楽
し
む

軽
快
な
リ
“
ス
ム
て
心
地
よ
い
汗
を
流
す

函
館
か
ら
子
供
た
ち
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
教
室
を
指
導
に
来
る
先
生

内
合
い
聞
を
利
用
し
て
、
主
婦
四
名

が
、
ア
メ
リ
カ
ン
ホ

l
ト
ン
テ
ク
ニ

ン
ク
を
習
い
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ト
ン
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
、

エ
ア
ロ
ビ
y
ク
ス
ほ
ど
激
し
く
な
く
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ほ
ど
疲
れ
な
い
も
の

で
、
い
ま
ダ
ン
ス
の
本
場
ニ

ユ

ヨ

ク
で
一
番
新
し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

(生
理
運
動
)
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
踊
り
の
特
徴
は
、
川
M
格
を
き

ち
ん
と
直
す
(
背
骨
骨
盤
の
き
ょ

う
正
)
リ
ズ
ム
感
が
よ
く
な
る
、
普

段
使
わ
な
い
と

年
寄
り
の
方
が
多
い
町
と
聞
い

て
い

ま
す
。
単
に
、
議
注
射
だ
け
の
診

療
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん

の
お
話
し
を
聞
き
、
自
分
自
身
に
よ

る
体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
規

則
正
し
い
目
指
生
活
が
大
事
で
あ
る

予
防
医
学
的
普
及
に
も
力
を
入
れ
、

お
役
に
立
ち
た
い
。
」
と
熱
っ
ぽ
く

抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

前
任
地
は
札
幌
町
道
都
病
院
で
‘

専
門
は
消
化
器

・
内
分
泌
で
す
。

趣
味
は
、
以
前
は
ジ
ャ
ズ
を
聴
い

た
り
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、

今
は
特
に
な
い
そ
う
で
す
。

家
族
は
恵
子
夫
人
と
二
兇

一
女、

母
親
の
六
人
で
す
。

「忠
者
さ
ん
や
町
民
的
方
た
ち
か

ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
に
心
掛
け
、
忠

者
さ
ん
の
希
望
に
よ

っ
て
は
医
局
の

協
力
を
待
て
、
で
き
る
だ
け
地
元
で

も
手
術
を
し
、
お
役
に
立
ち
た
い
」

と
、
大
柄
な
休
に
柔
和
な
目
で
、
意

欲
的
に
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

前
任
地
は
旭
川
市
内
向
病
院
で
、

専
門
は
一
般
外
科
の
腹
部
で
す
。

趣
味
は
テ
ニ
ス
と
野
球
.
朝
野
球

チ
ー
ム
や
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
入
り
、

触
れ
合
い
と
体
力
づ
く
り
に
心
掛
け

た
い
そ
う
で
す
。

札
幌
市
出
身
で
、
奥
さ
ん
と
子
供

二
人
を
札
眺
に
残
し
単
身
赴
任
で
す
。

八
名
で
し
た
。

快
崎
町
中
、
温
泉
ま
で
の
起
伏
に

日
ん
だ
コ

l
ス
を
各
々
マ
イ
ペ
ー
ス

で
白
銀
の
中
を
一
時
間
五
十
分
を
か

け
て
心
地
よ
い
汗
を
た

っ
ぷ
り
か
い

て
、
川
出
向
却
に
集
結
し
ま
し
た
。

温
泉
で
は
、
入
浴
し
た
り
、
昼
食

に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
な
が
ら
歩

〈
ス
キ

l
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

帰
路
は
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
中
、

景
観
を
眺
め
な
が
ら
、
い
く
よ
ん
ペ

ー
ス
も
上
が
り
、
シ
ー
ズ
ン
最
後
円

残
雪
向
感
触
を
た
ん
の
う
し
て
い
ま

し
た
。

土
印
刷
日
午
前
十
時
か
ら

一
時
間
三
十

分
、
南
栄
閉
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

斑
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
船
木
き
ん

g
m
7
1
2
4
1
1
へ

こ
ろ
を
使
う
な

ど
効
川市
が
大
き

く
、
ま
た
、
家

庭
で
も
練
習
す

る
こ
と
が
可
能

で
、
若
い
人
か

ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
め
る
そ

う
で
す
。
レ
ソ

ス
ン
は
、
毎
迎

軽快なリズムで踊る主陣のみなさん

今
金
警
察
官
派
出
所
長
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た

梅
崎

〕B
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》
今
金
警
察
官
揖
出
所
々
長

勇
弘
剛
山

‘-

凹
月

一
日
付
で
静
内
警
察
署
か
ら

着
任
し
ま
し
た
.

毎
日
、
町
内
事
情
に
つ
い
て
勉
強

中
で
す
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
カ
ー

ブ
に
ガ

l
ド
ロ

l
プ
が
な
い
場
所
等

「
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
車
に
よ
る
路

交
通
安
全
と

空
き
缶
ゼ
ロ

運
動
を
展

開

四
月
十
四
日
が
全
道
一
斉
の
空
き

缶
ゼ
ロ
運
動
向
日
に
な
る
こ
と
か
ら
、

前
日
の
十
三
日
、
町
と
今
金
町
術
生

委
員
会
で
は
、
交
通
安
全
運
動
を
兼

ね
て
役
場
前
国
道
で
同
巡
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

• • り系泉夜開通

便利に早
期
実
現
に
向
け
、
地
区
住
民
か

ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
道
々
南
通
り

線

(大
和
団
地
か
ら
緑
町
ま
で
)
が

=一月
二
十
日
に
開
通
し
、
付
近
内
住

民
か
ら
大
変
使
利
に
な

っ
た
と
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

総
延
長
は
二
百
六
十
八
訂

(う
ち

橋
梁

一
法
三
十
九
日制)
怖
只
九
山
内

外
転
落
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
道
路
が

多
い
な
あ
」
と
云
う
の
が
笑
感
で
す
。

町
民
的
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
派
出

所
を
目
標
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。各

関
係
機
関
及
び
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
味
は
テ
ニ
ス
と
ス
キ
ー
を
楽
し

む
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、

亜
紀
子
夫
人

と
二
人
怒
ら
し
で
す
。

り
ま
し
た
が
、
道
警
の
協
カ
を
得
て
、

町
職
只
五
名
、
術
生
委
貝
十
五
名
が

広
報
車
を
使
っ
た
り
、
直
接
に
ド
ラ

イ
バ
ー
や
通
行
す
る
人
に
空
き
缶
ゼ

ロ
と
交
通
安
全
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

一
通行する車に空き缶ゼロと立通安全を呼びかける

昔路樹に町木のイチイ、構軍の高欄に
チューりップが用いられ、今金町のイメージア γプにつながる遭路になっています

両
側
に
三
灯
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
街
路
樹
に
は
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
と
町
木
町
イ
チ
イ
が
一

ー平
置
き
に

植
え
ら
れ
、
橋
梁
円
高
欄
に
は
、
町

花
の
チ
ュ
リ
ン
プ
、
風
間
中
を
型
取

っ

た
鋳
物
が
取
り
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

今
金
町
内
イ
メ
ー
ジ
ア
y
プ
に
つ
な

が
る
立
派
な
道
路
に
な

っ
て
い
ま
す
。
〕9
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E
二
月
二
十
八
日
に
始
ま
っ
た
試
験

湛
水
が
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

四
月
十
六
日
現
在
で
六
千
立
方

μ

二
十
七
折
の
貯
水
率
と
な
り
、
最
水

深
は
十
八
幻
で
す
。
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

水
位

(貯
水
の
一
番
高
い
水
位
)
は

五
月
十
五
日
頃
と
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
連
休
に
は
雄
大
な
美
利
河
ダ
ム

湖
が
楽
し
め
ま
す
。

援
ダ
ム
か
ら
大
円
一
品
に
放
水
さ
れ
る
と

き
は
警
報
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

川
か
ら
す
ぐ
避
難
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
立
入
禁
止
場
所
に
は
、
危
険

で
す
の
で
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

美利河ダムの貯水が順調に雄移

• 

圃
円幽
圃
圃
函
圏

ハ
年
生
に
な
っ
て

八
東
小
六
竿

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
小
き

い
子
の
め
ん
ど
う
を
見
る
の
が
好

き
な
の
で
こ
れ
か
ら
一
年
聞
が
楽

し
み
で
す
。
今
年
は
女
の
子
だ
け

で
す
が
手
つ
な
ぎ
鬼
な
ど
、
と
て

も
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

六
年
生
の
教
室
と
一
年
生
の
教
室

私
は
六
年
生
に
な
り
、
児
童
会
は
と
な
り
な
の
で
わ
か
ら
な
い
こ

の
仕
事
な
と
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
と
も
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

た
く
さ
ん
ふ
、
え
て
、
五
年
生
の
時
す
。
そ
し
て
、
小
学
校
生
活
最
後

よ
り
責
任
を
重
〈
感
じ
ま
し
た
。
の
一
年
聞
を
み
ん
な
と
楽
し
く
す

特
に
新
し
く
み
ん
な
の
仲
間
入
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
を
し
た

一
年
生
の
め

ん

ど

う

を

児

童

会
同
仕
事
で
は
、
書
記
に

ゆ

!
j

今
春
、
札
幌
の
専
門
学
校
を
卒
芝

一
早
く
仕
事
を
党
え

一
人
前
の
し
て
役
場
に
勤
め
ま
し
た
。

一

一
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

「
役
場
で
は
総
務
課
に
お
り
ま
す
。

一

一

少
し
で
も
早
く
仕
事
を
党
え
、
少
し

一

日

南
町
住
吉
淳
さ
ん
川

吋

引

で
も
早
く
今
金
町
の
た
め
に

r

l

前
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

叫

川

市

い

と

思

い

ま

す

。
み
な
さ
ん

M

恒

く

お

願

い

し
ま
す
。
」

4

-
一

住
吉
さ
ん
は
、
栄
町
で
酒

z-e

-

む
義
行
さ
ん
の
=
一
人
兄
弟
の

川

ー

す

。

唱

趣
味
は
、
音
楽
鑑
巧
ス

圃

君

。

は

野

球

、

サ

y
カ
ー
な
ど
万

沢
口
千
春
〆

な
り
字
も
き
れ
い
に
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
き
ち

ん
と
漢
字
練
習
な
ど
を
し
ま
す
。

代
表
委
員
会
で
は
、
意
見
を
は
き

は
き
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
時
間
で
は
、
よ
そ
見
や
手

遊
ぴ
を
し
な
い
で
き
ち
ん
と
先
生

の
お
話
し
を
聞
き
、
班
で
も
注
意

し
あ
い
ま
す
。

班
学
習
を
毎
日
、
朝
と
帰
り
に

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
に
漢

字
練
習
や
、
計
算
練
習
、
読
書
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
入
学
習

を
わ
す
れ
た
時
な
ど
に
班
会
議
を

し
て
三
」
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
も

っ
て
く
る
よ
う
に
す
る
か
」
な
ど

話
し
合
っ
て
、

一
入
学
習
を
毎
日

も
っ
て
く
る
よ
う
に
自
分
の
家

で
は
、
一
入
学
習
を
一
ペ
ー
ジ
か

一
一
ベ
ジ
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

読
書
も
毎
日
二
一十
分
以
上
は
し
た

lν
EEa'' 

い
と
思
い
ま
す
。

、よ

私
も
、
も
う
六
年
生
な
の
で
家

川

|

族
の

一
人
と
し
て
、
た
の
ま
れ
た

じ

仕
事
や
決
め
た
仕
事
を
毎
日
き
ち

-
J

ん
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

m

そ
し
て
、
み
ん
な
の
リ

l
ダ
と

与

X
訳

し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

制
ノ
古希

美
利
河
ダ
ム
管
理
演
留
の
お
知
ら
せ

9
日
の
両
日
、
九
時

か
ら
十
七
時
的
問
に
英
利
河
ダ
ム
で

は
ダ
ム
管
理
の
演
習
予
定
で
す
。

当
日
は
、
警
報
車
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
走
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
災
害

や
非
常
時
に
備
え
年
一
回
行
う
訓
練

で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
月
八
目
、

順聞な貯水で湖らl.(なった費利河ダム(4月16日撮膨)

新
入
学
児
童
に
輪
禍
防
止

を
呼
び
か
け
る

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

四
月
六
日
、
今
金
小
校
門
で
お
母
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
て
次
々
に
登
校
す

る
新

一
年
生
に
、
チ
ラ
ン
や
テ
イ
ソ

シ
ュ
な
ど
を
配
り
交
通
安
全
を
呼
ぴ

か
け
ま
し
た
。

ーみ
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

〕0
 
1
 
〔

企画のみなさん

『

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

一

υ
y
l
#
E

後
半
か
ら
、
日
本
茶
は
紅
茶
や
こ

↑

、
弘
、
穿
縁
組
踊

l
ロ
ン
茶
に
押
さ
れ
て
、
消
費
量
一

一

仇
山

V
川
川
M臨
刷

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ピ

ク
一

一

-
A
Y
4ム

が
昭
和
四
十
八
年
度
で
、
一
人
当
一

一
新
緑
の
季
節
に
な
る
と
、
『茶
摘
た
り
年
間
千
二
十
五
グ
ラ
ム
で
し
一

一
み
』

(
文
部
省
唱
歌
)
の
歌
を
思
た
が
、
平
成
二
年
度
は
一
人
当
た
一

一
い
出
す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
た
り
七
百
四
十
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
一

一

す

き

が

け

に

す

げ

の

釦

の

い

で

立

ま

す

。

一

一
ち
で
手
摘
み
を
す
る
光
景
は
、
い
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
の
健
康
一

7$で
は
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
し
志
向
で
、
お
茶
は
自
然
が
く
れ
た
一

一
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
最
高
の
保
健
飲
料
と
し
て
、
再
認
一

一
し
た
。
し
か
し
、
手
摘
み
さ
・
・
・
回
議
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

F

一
れ
た
新
茶
を
口
に
す
る
う
れ
圃
圃
圃
圃
と
こ
ろ
で
;
野
に
も
山
に
一

一
し
さ
は
、
い
ま
も
変
わ
り
ま
込
圃
・
も
若
葉
が
茂

P
季
節
に
合
一

一
せ
ん
。

5
.
.
.
 わ
せ
て
、
三
月
か
ら
五
月
に
一

一
茶
摘
み
の
時
期
は
場
所
に
.
』
・
・
・
か
け
て
「
国
土
緑
化
運
動
」
一

一
よ
っ
て
遣
い
ま
す
が
、
だ
い
話
圃
・
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
心
一

一
た
い
八
十
八
夜
あ
た
り
か
ら
圃
・
・
・
と
な
る
行
事
が
「
全
国
育
樹
一

一
最
盛
期
に
な
り
ま
す
。
八
十

.

.

.

 祭
」
で
す
。
今
年
は
五
月
二

一

一
八
夜
と
い
う
の
は
、
立
春
か
ら
八
+
六
日
(
日
)
に
、
京
都
府
宇
治
市
一

一
十
八
日
自
の
こ
と
で
、
今
年
は
五
の
「
府
民
ふ
れ
あ
い
の
森
」
で
開
一

一
月
二
日
が
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

一

新

茶

と

呼

ば

れ

る

の

は

、

い

わ

三

一

一

ゆ

る

証

言

ニ

と

で

、

四

月

の

註

ヤ

ア

五

一

-

i

l

R

 

一

中

ご

ろ

か

勺

六

月

初

め

く

ら

い

に

患

ι

会

一

一
摘
ん
だ
茶
?
と
を
い
い
ま
す
。

bv、
Z
W
一

一

最

近

は

、

保

存

・

包

装

の

技

術

が

コ

町

三

J

則

一

一
発
達
、
普
及
し
、
新
茶
の
味
喜

一

一一

-F
F袖
野

一

一

り

主

年

中

楽

し

め

る

よ

う

に

な

〕

へ

つ

三

副

簿

一

一
り
ま
し
た
。

ゑ

竺

J
J
t

ー
一ー
E
露

出

一

一

と

こ

ろ

で

、

昭

和

四

十

年

代

の

三

一

二

ー
イ

叫

一

F
I
l
i
-
-
I
l
-
-
I
l
i
l
-
-
1
1
'
K
I
l
-
-
1
1
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• • 間
耐
え
や
匹
敵
の
柿
予
に
漉
く
駐
す
今
村
由
井
子

晴

日
邸
す
っ
て
輔
の
高
齢
を
跡
ら
し
砂
き

杉

本

あ

い

俳

t

i

i

f

f

2

1
 

d

和
創
酌
に
貯
る
ネ
ク
タ
イ
衰
の
彩

石
井
智
恵
子

相

蹴
軒
町
仲
の
わ
苧
が
り
て
砥
こ
ぶ
し

伊
藤

翠

女

一

ド

紘

一

宮

部

同

時

に

朝

一

川

す

叢

島

愛

一

一
。
利
回
の
陣
一
回
き
監
に
寧

F
P
つ

笠

原

唱

司

一

一
議
本
勢
撃
の
器
部

襲

撃

…

4大場ひとみ九
(平成 2年 1月10日生まれ)
白石 大場誠ーさん栄子さんの長女

【量哩から】
FZい所が大好きで、お兄ちゃん達の7
ネばかりするので、 "おてんば、って
呼ばれているわが家の愛娘てFす。

こ町ま"'元気に索直にやさしさをちょ
っぴりプラスして大きくなあ~れ F

すぐる

砂天沼 傑〈ん
(平成元年 5月12日生まれ)

神丘中央天沼裕さん信干さんの長男
[Uから】
車好きで、いつもお姉ちゃんとけんか
しているわんぱく坊主です。
でも、お姉ちゃんが泣いていると 頭
をなぜなぜするやさしいところもあり
ます。
男らしく元気に育ってほしいと願って
います。

〕1
 
1
 
[
 



金
知
念
ぜ
い一

看
護
婦
・
准
看
護
婦
の
募
集
に
つ
い
て

町
立
国
保
病
院
で
は
、
次
の
要
領

で
看
護
婦
准
看
趨
婦
を
募
集
し
ま

す
。

戸
U言若

干
名
(
有
資
格

一
、
募
集
人
貝

者
)
ニ
‘
給
与
等
今
金
町
職
只
給
与
規

則
に
よ
る
.

三
、
応
募
方
法
履
歴
舎
の
提
出

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

四
、
連
絡
先
今
金
町
国
保
病
院
庶

務
係
へ
②

0
2
2
1
内
線
お

五
、
そ
の
他
パ
ト
勤
務
も
可
能

で
す
。

後診を受けて明るい健康づくり

(町民稲祉謀衛生係 国保係)

5月みんな

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

-ある自のあなた.写真をさしあげます

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
践
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。

戸
uz
 

一
、
と
き
五
月
二
十
二
日
(
水
)

午
前
十
時
1
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

三
、
相
鮫
只
函
館
社
会
保
険
事
務

一附
職
只

一
名〈町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

豆
月
一
日

i
三
十
一
日
は

林
野
火
災
予
防
強
調
期
間

林
野
火
災
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か

け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山

さ
れ
る
と
き
は
、
ア
パ
コ
町
ポ
イ
捨

て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い
で
下
さ

特
に
、
五
月
十
日
は
町
内
山
火
記

念
日

(日
進
大
火
向
日
)
で
す
。
無

煙
日
と
し
て
火
入
れ
は
一
切
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
.

な
お
、
焼
畑
、
地
ご
し
ら
え
等
で

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場
内
許

可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で
申
請

願
い
ま
す
。

〈

農
林
謀
林
務
係
〉

春
の
衛
生
指
導
日
に
つ
い
て

五
月
十
五
日
は
、
春
の
衛
生
指
導• • 

日
で
す
。
こ
の
日
は
、
衛
生
委
貝
の

方
々
が
皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
、

指
導
に
あ
た
句
れ
ま
す
の
で
、
家
庭

を
、
家
の
ま
わ
り
を
、
そ
し
て
今
金

町
を
消
潔
で
明
る
い
住
み
よ
い
町
に

す
る
よ
う
自
ら
進
ん
で
実
施
し
、
明

る
い
環
境
内
中
で
生
活
を
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

〈町
民
福
祉
税
衛
生
係
v

農業用の用排水が5月から

使用かいしになりますので、

幼児宣の事故のないよう十介

気をつけましょう。

今金土地改良区

-危いII
用排水の遊びに気をつけて

安
全
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

ゆ
と
り
か
ら

五
月
十

一
日
か
ら
同
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
。
安
全
は
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
と
ゆ
と
り
か
ら
。
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
道

一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

交

通

ル

ル

と
7

ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

〈北
楠
山
管
祭
磐
〉

警
察
官
採
用
の
募
集
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
で
は
次
円
安
領
で
笹

察
官
を
募
出
世
し
て
い
ま
す
。

0
受
験
資
格

A

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

(短

大
を
除
く
)
を
卒
業
ま
た
は
平
成
四

年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、

昭
和
三
十
八
年
十
月
二
日
か
ら
同
四

十
五
年
四
月
一
固
ま
で
に
生
ま
れ
た

山内子
.

B

前
記

A
以
外
的
人
で
、
昭
和
三

十
八
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
八

年
十
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。

口
受
付
期
間

平
成
三
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
同

五
月
十
五
日
ま
で

0

一
次
試
験

平
成
三
年
六
月
二
日

惨社会福祉協議会だより 3. 4.10 

調隆光の星学園、豊寿圏、社会福祉脇Z援金への多額
のご寄附あ9がとうございまLた.

(敬株略)

〈函館市〉 〈今金町〉 節団佐縦天沼

佐 藤 E均 治，)、 命本 隆花石カラオケ愛貯金
竹 次 慢 朗中里老人クラブ 量 馬 会
〈留萌市〉 櫨川婦人会 富 図 守 固
二 本柳 政 a盤中 島 ，、 ル富 図 庚
〈森町〉 今 壷 町大 倉 啓太郎

金 丸 畳 }阿知波 順 情今金町婦人連絡協議会
〈八富町〉 。，我井 正 道今壷町カナリヤ会
銀 Il! 印 舗岩 佐 義 人

群
細
は
、
今
金
轡
務
官
派
出
所
ま

た
は
北
輪
山
普
察
拐
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

〈北
楠
山
警
察
署
v

• • 
保

今日だけはお母さんと一緒(今金保育所入所式)

健

の

窓

項 目 対 象 者 実施日 時 間 対象地区 実施全場 備 考

① 乳 児 相 談 生後 6、9ヶ月児 2日同
受付時間

全地区 町民センター 保健指導、健康相談9 : 30-10 : 00 

② 1歳6ヶ月児健診 l歳7、8ヶ月児 H 
受付時間

H H 
庇楠畳、医師時軒 ;

12: 30-13: 00 曲料相持、保瞳指揮

9 Bt柑 血圧測定、身体計測
③ 営業者検診 宜品南生法に基づ(営業者 9 : 30- " 今金保健所 尿検査、 i血液検査10日幽

13日伺)

@ 般 相談 全 住 民 20日開) 10: 00-15 :∞ H 老人福祉セノター iili随指導、健康相談
27日開)

⑤ 妊 婦 相談 妊 婦 の 方 14日(刈 '豆イ寸時tlll H 町民センター 臨拍指車導、血液輸班12: 45-13: 15 w，厳醐 {前科指滞

⑥ 育 児 講座 生後 3 ヶ月児 16日嗣
受付時間

H H 保健指導、健康相談9:  30-10: 00 

⑦ 手L 児 健 払~ 生後4、7，10、12ヶ月児 11 
受付時間

H " 
身体計調医師診療 aiU指導

12: 30-13: 00 姫聾指持、保障指導

③ 無医地区巡回診療 全 住 民 H 
受付時間

N H 診療科目眼 本キ14: 30-15: 00 

下地区幼児l、学l、2年生 21日ω13 : 00- 神丘、.t2.H1、 金

ツベルタリン
原、八東小学位

⑨ 上地区幼児小学l、2年生 22日制 H H 種川、中里小学校
反応検査

市街地 幼 児 29日ω15: 15- 町民センター

下地区幼児小学l、2年生 23日附 13: 00- 神丘 豊田‘値金

ツベルタリン判定
原、八束小学

⑬ 土地区劫見小学l、2年生 24日幽 M H 種川、中里小学校
B C G接種

市街 地 幼 児 31日附 12: 30- 町民センター

⑪ 股 脱 健 ~、 生雄2ヶ月と25日以上の幼児 幻日明) 13: 00-14: 00 H 今金保健所 股関節X線蝿影

日
頃
か
ら
、
住
民
的
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
管
理

に
は
十
分
留
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
内
各
種
検
診
地
区
別
受
診
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

出!... "" ..， ... ぷ!胃.. 岨A縄 "" ... '‘符掲7 6 l " 大幅町 " " " " 花宥 8 I 1 I 8 I 15 末広町 " 
;) 

" " • • " " JO " -エ圃旭 3 2 8 

盤.
" " 9 I 18 

帥町 7 9 8 I 25 • 6 ‘ " ..町 " " " " • • " 9 I 12 " ..町 6 ‘ 1 I 21 局代

" " " ‘。 • • " " " 4・- 周" " " ‘' -町 " " " " 1 • 5 I 15 • • JO ' S I 21 A ， 

" " " " .町 JO • 5 I 24 E 園
" JO " 

;) ， 町 " JO " " 金庫 ‘6 " " 
;) 自の.町 " 

5 2 I 10 

A • 2 J8 .集荷 J8 " J8 ‘4 
目遣 3 4 3 I 17 A幡町 J8 9 I 1 I " a 宥 5 5 6 I 28 • • " " " " 鱒丘

" " " " 1・町
6 5 I 18 

"開 " " 
7 I 2 I ，町 " 

7 2 I 27 

定例墨 ， .. その. 1 " 4ト， '" '" '" ". 
4ト 針 ". '"・ "‘ ‘" 

各種検診地区別受診数
皆
き
ん
の
地
区
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
循
環
器
、
乳
房

検
診
は
昨
年
よ
り
受
診
数
が
伸
び
て
い
ま
す
。
同
脇
病
検
診

は
横
ば
い
状
態
、
婦
人
科
検
診
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
.

当
町
の
死
亡
統
計
を
み
ま
す
と
、
第
一
位
、
が
ん
、
第
二

位
、
心
疾
患
、

第
三
位
、
脳
血
管
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
.

こ
れ
ら
の
疾
病
を
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
す
る
た
め

に
も
検
診
が
重
要
と
考
え
ま
す
.

平
成
三
年
度
も
極
々
の
検
診
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
検

診
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
広
報
、

回
覧
、
各
戸
配
布
、
保
健

推
進
貝
の
協
力
等
に
よ
り
周
知
数
し
ま
す
の
で
、
健
康
的
チ

エ
y
ク
を
し
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
多
〈
の
方
が

検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
機
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
頂
く
た
め

健
康
に
閲
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願

い

致

し

ま

す

。

〈

保

健

指

導

係

v
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5月の休日当書医 d'J" " 
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相崎病院(瀬棚)n⑦3021

岩出1医院(今金)n②0057
今金町国保病院(今金)n②0221
北楠山町国保病院(北槍山)n④5321

富田医院(今金)n②0324
平病院(北柑lLJ)n④5011

今金町国保病院(今金)包②0221

3 B 
4日

日

日

日

5

6
ロ
19日

26日

。g。場。令住民の副館令令令

前年対比
(-106) 
(-52) 
(-54) 

(ー 20)

3月末現在

7.744人
3，750人
3，994人

人口

男

女

世帯数

C 

2，468世帯

CJおたんじようおめでとう

小西金1.1>'¥'¥3月28日(直賞さん長男)大和町
加藤結券、4月2日(隆三2男)トマンケシ

山本品、11dl、4月4日(照夫さん2女)鈴岡第二
固いつまでもお Lあわせに

~1上村 舟行さん(東町)=河島

道
路
の
清
掃
や
石
拾
い
に
汗
を
流
す

〕4
 
1
 
〔

祐子九(南町)

画面おくやみもうしあげます

植村 受

盟国

町

豊南

下

南

57歳

76歳

69歳

3月24日

4月11目

4月15日

勉容ん

好3起きん

審ーさん

清水

j
 、
l
 
''
 

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
O
T
-
-
番

ra
、

毎
年
、

官
が
溶
け
た
時
期
に
、
町

内
十
五
地
区
に
組
織
さ
れ
た
道
路
愛

協
組
合
で
は
‘
自
主
的
に
総
出
で
、

道
路
の
消
婦
や
田
畑
に
飛
ん
だ
石
を

拾
い
、
町
の
道
路
維
持
管
理
に
協
力

願
っ
て
い
ま
す
。

編
一集
一後
一記

-v

「春
」
で
す
、
戸
外
ス
ポ
ー
ツ
全

聞
の
時
期
で
す
、
体
力
づ
く
り
に
心

が
け
て
い
ま
す
か
。
病
気
の
半
分
は

お
医
者
さ
ん
が
治
す
が
、
残
り
の
半

分
は
本
人
が
治
す
と
冨
わ
れ
て
い
ま

す
。
病
気
と
う
ま
く
付
き
合
う
大
切

な
条
例
は
、
日
頃
か
ら
体
力
づ
く
り

を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

大
手
術
を
す
る
と
十
J
体
重
を
失
う

そ
う
で
す
。
十
J
体
重
を
失

っ
て
も

な
お
病
気
と
付
き
合
え
る
体
力
づ
く

り
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

-v
五
月
は
行
楽
町

y
l
z
ン
、
何
処

へ
出
か
け
ま
す
か
。
行
楽
地
は
人
も

車
も
い

っ
ぱ
い
で
す
。
特
に
予
定
の

な
い
方
は
、
美
利
河
ダ
ム
湖
と
そ
の

奥
地
、
奥
美
利
河
温
泉
郷
で
家
族
揃

っ
て
新
緑
を
眺
め
な
が
ら
秘
湯
を
楽

し
む
・
』
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

-v
広
報
四
月
号
十
勺
の
写
真
説
明
で

悶
橋
保
は
加
藤
保
の
怒
り
で
し
た
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


